
令和8年度 福島県サービス管理責任者・ 児童発達支援管理責任者 更新研修

事前課題


【はじめに～ 研修への想い～ 】
令和8年度の更新研修は、「未来を創る対話」をテーマに、 従来の研修から大きく転換いたします。

この事前課題では、 あなたの「理想」 を自由に描いてください。「現実的かどうか」「実現可能かどうか」 は一切気にする必要はありません。 
「本当はこうありたい」「職員も利用者も幸せになれる組織とは」 という、 あなたの心の奥にある想いを率直に言語化してください。

研修当日（特に2日目） は、 その理想に近づくための「職員会議シミ ュレーション」 を通じて、 グループスーパービジョンを実践します。 一人ひとりが描く理想と現状のギャップについて対話を重ね、 明日から始められる具体的な一歩を見つけましょう。
あなたの正直な想いが、グループ全体の学びを豊かにし、福島県の福祉をより良いものにする原動力となります。
　

※本研修は、国のシラバスに基づいた研修内容になっております。
　　①行政説明・事業所や自身の自己検証・演習　-360分
　　②スーパービジョンに関する講義・演習 - 420分


【連絡事項】
· 更新研修の2日間の演習は、 この事前課題をもとにグループディスカッション（職員会議形式でのグループスーパービジョン）を行います
· しっかりと記入して研修に参加してください
· 手書き・ パソコン入力のどちらでも構いません
· 研修当日に必ず持参してく ださい
· 個別支援計画を演習で使いますので、事前課題と一緒に2部送付するようお願いします(個人が特定される氏名や内容は削除してください）








【自己紹介シート 】初日９:１０〜
グループでの自己紹介時に使用します

	氏名
	

	 受講番号
	

	現在の市町村・ 出身地
	

	あなたらしさについて
趣味・ マイブーム・最近幸せを感じたこと
	

	最近の関心ごと
（仕事・ プライベート問わず）
	

	所属組織について
（現在組織・またはこれから所属する予定の方）
	※該当しない場合は、新規事業の立ち上げ予定や次に所属する法人が決まっている場合など、差し支えない範囲でご記入ください。





	所属する法人・ 組織の概要
（理念・ 規模・ 事業内容など所属していない方は自身の理念などを記入ください。）
	

	所属事業所のサービス種別
	

	事業所名
	

	現在の職種・ 役職
	



ここをクリックしてテキストを入力してください。
【事前課題1】 理想的な事業所（チーム）への挑戦
2日目：10:00〜
	
200



以下の視点を参考に、「本当はこうありたい」「職員も利用者も幸せになれる組織」 の姿を記述してく ださい。
· 職員同士の関係性や雰囲気
· 会議や情報共有の在り方
· 利用者支援の質
· 職員の働きがいや成長

	



	





全く 近づいていない	　　完全に実現している
0	1	2	3	4	5	6	7	8	9	10

現在の評価：【	】 点
その点数にした理由（2～3行程度）  ：
	




	
3



【例】
・ 職員会議で意見が出ず、 いつも同じ人だけが発言している
・ 新人職員へのフォロー体制が整っておらず、 早期離職が起きている
・ 利用者のことを話し合う時間が十分に取れていない
1. 	
2. 	
3. 	

	




「個人の問題」 ではなく 、「組織の仕組み・ 文化・ 構造」 の視点で考えてください。
【例】
・ 会議の進め方や時間配分のルールが決まっておらず、 意見を言いにく い雰囲気がある
・ 人材育成を個人任せにしており 、 組織的なサポート体制がない
・ 業務量が多すぎて、 職員同士が話し合う時間を確保できない

	



【補足】 現在の事業所（チーム） の「誇れる点・ うまくいっている点」 を2つ挙げてください
1. 	
2. 	



【事前課題2】 理想的なサービス管理責任者・ 児童発達支援管理責任者への挑戦
2日目：11:30〜
	
200



以下の視点を含めて、  具体的に描いてく ださい。
· 個別支援計画の作成について
· 事業所内会議のあり方について
· 職員との関わり方（育成・ 支援・ スーパービジョン）
· 事業所全体のマネジメント（虐待防止など）

	



	






全く近づいていない	完全に実現している
0	1	2	3	4	5	6	7	8	9	10

現在の自己評価：【	】 点
その点数にした理由（2～3行程度）  ：
	ここをクリックしてテキストを入力してください。




	
3




【例】
・ 個別支援計画が形式的になっており 、 利用者の想いを十分に反映できていない
・  会議で意見を引き出すファシリテーション力が不足している
・ 職員の悩みに気づいても、 どう声をかけていいかわからない
1. 	
2. 	
3. 	

	





【例】
・ サビ管が管理業務や書類作成に追われ、 利用者や職員と向き合う時間が構造的に確保できない
・ 自分自身がスーパービジョンを受ける機会がなく 、 学ぶ場がない
・ 会議の進め方や個別支援計画作成の手法について、 組織として学ぶ機会がない

	



【補足】 サビ管・ 児発管として「自分の強み・ できていること」 を2つ挙げてく ださい
1. 	

2. 	

ここをクリックしてテキストを入力してください。
【事前課題3】 理想的な地域連携・ 協議会


	
200



以下の視点を意識して記述してください。
· 相談支援との連携の質（好事例）
· 自立支援協議会の機能（実効性）
· 地域全体での人材育成

	



	






全く 近づいていない	完全に実現している
0	1	2	3	4	5	6	7	8	9	10

現在の自己評価：【	】 点
その点数にした理由（2～3行程度）  ：
	




	
3




【例】
・ 関係機関との連携が「必要な時だけ」 で、 日常的な関係構築ができていない
・ 協議会で主体的に発言・ 提案することが少ない
・地域の課題やニーズを十分に把握できていない
1. 	
2. 	
3. 	


	




【例】
・ 日常業務に追われ、 地域連携に時間を割く余裕がない（組織の人員体制）
・ 協議会の目的や自分の役割が不明確で、 何をすべきかがわからない
・ 地域のネットワークに参加する機会やきっかけがない

	



















【自立支援協議会の動画視聴】
事前課題で「自立支援協議会について」の動画を観て、以下の課題を行ってください。

	あなたの地域の
協議会の正式名称
	

	
動画を視聴して

感想やまとめ、あなたの考え
	

	あなたの地域の協議会について
関心のある専門部会とその理由
	
















【事前課題4】 スーパービジョンの振り返り シート
１日目：9:50〜

1. ご自身がスーパーバイジー（ 受ける側） だったときの経験についてご記入ください
	項目
	良かった経験
	良くなかった経験

	スーパーバイザーは誰？
どんな人？
	
	

	どんな場面で
スーパーバイズを受けた？
	
	

	どんな関わり 方だった？
	
	

	そのときのご自身の気持ちは？
	
	



2. ご自身がスーパーバイザー（行う側） になったときの経験についてご記入ください
	項目
	効果的なスーパーバイズができた経験
	スーパーバイズが
うまく いかなかった経験

	スーパーバイジーは誰？
どんな人？
	
	

	どんな場面で
スーパーバイズをおこなった？
	
	

	どんな関わり方をした？
	
	

	スーパーバイジーの変化は？
	
	










【事前課題5】 事業所における人間関係の悩み・課題
（事例検討シート）
1日目：15:50〜

受講生がスーパーバイザーとして研修に参加するにあたり、現在の事業所において直面している人間関係に関する具体的な悩みや課題を記述してください。

本シートでご記入いただく内容は、研修1日目に行う「職員会議形式でのグループスーパービジョン（GSV）」の基盤となります。
あなたの具体的な事例を通して、グループ全体の学びを最大化するため、「悩み・課題」「それに対するあなたの関わり」を具体的かつ深く記述してください。

受講生がスーパーバイザーとして研修に参加するにあたり、現在の事業所において直面している人間関係に関する具体的な悩みや課題を、明日からの実践につながる「事例」としてまとめてください。
	






	






	





	











（添付提出資料）

自身が立てた個別支援計画書（事業所のフォーマット）を個人情報を削除した上、添付してください。






















	
